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（上）に引き続き、淀野隆三の草稿翻刻を行う。 （上）では、手帳に書かれたものを翻刻したが、 （下）では、原稿用紙に書かれたものを翻刻する。用紙の詳細は個別に示すが、 それぞれの原稿用紙の種類を見ると、 「女性の詠嘆詞 『あらッ』！」が寺町御池大和屋製、 「猫と鉄瓶」が丸善特製二、
























































るで男 人の〇の様なんだ ほかの男に氣がねは要らんのだ。俺は今こそいゝ時とインスピレーションがさゝやいた時にふりかへって見たんだ。丁度よかった。女は二 とも道がわるいの 下を見て居たんだ。
二人とも素敵なシャルマンだ。そら素敵だったぞ。この
内のどれか一人が俺 恋人にやがてなる らうと思時、そしてその熱い唇を！その手を俺 傍に こらそううなるなこれからだ俺は俺の胸に穴があ 冷い空気が背中からぬける様な氣がした。 しかも○ 、 こ な美しい恋人！しめた！
もう少し歩るいて居ってもっと距離が接近した時全身の



































































ことだらう。「また来やがった」と思って居るともう鈴の姿は長ひばちのかたわらに見えなかった。「畜生！鈴にまで妾は ぶられるのか。 」とヒステリックに思ふお貞には忽焉として雄猫は愛人（お貞は情婦と云ひたかったが）と手 手をとって逃げ 夫に化
な
ってしまって









きな男がないと云って処女を守り通したお貞が遊び人然たる洋吉に魂を奪はれたことは誰が目にも不思ぎだった。まして「洋吉を夫に……・」と親達に頼むの 、 「死ん いゝか」と聞くのと一般だ。案の定親達は「あんなもの！苦労なしののっぺらぽう 遊び屋」と批判した それでもお貞は遂々洋吉を夫にすることが出来た。それから四年間！
鈴を誘ひに来る雄猫よりもっと自分には愛 あった。熱












































































































































































































































天正二年 正月の酒の肴 したではないか。人の首級を。なんと云ふ浅思なことぢゃ。あまりに残忍だ。近い話が此の間の徳川殿の接待の時 俺の無念さを御身達も知って居よう。俺が心をこめて作った料理も足蹴にされたのぢゃ、その上急ぐ中国へ下向せよとぢゃ。 俺は右府殿には終まで仕へられない人間だ。
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ひでございますの 結構なことでございます。しかしこれは私一人の考へではどうすることも出来はいたしません。私も廿何年の間もあれと只二人でおったもので から………充分あれ 性格も知って居ます 、今急ぐとは申されません。ことにあれは今日仕上がる大作を制作してし
マ
て居ますので、今こんな問題を考へさせては、折
角の藝術が努力が報いられない様になると まりますから。えゝ私でも人間でございます。親と子とが結びつくのに充分努力はいたします。
沈黙
　
恭一があはただしく帰へって来る。何も知らずに戸を
あける。
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（注）
（１）
 封筒
　
表書きペン書きで「 “親子”劇」とあり、さらに
鉛筆で「
16枚」とある。実際は
18枚。
 
原稿
　「鳩居堂原稿用紙」
　
13行×
22字×２
　
赤罫
　
18枚
 
Ａ：
 
14枚。 「一幕親子」と題が附され、右下にペンで
1
～
14までのノンブルが記されたもの。
 
Ｂ：
2枚。同じ戯曲の冒頭部分。
 
Ｃ：
 
2枚。右上にペンで
6、
7、とノンブルが記された
もの。
 
以上の三種に分けられる。執筆はＢ→Ａの順。ＣはＡ執筆時の別稿（改稿）と推定される。
 
なお、Ｃ ７裏には、舞台セットの略図が記されている（画像参照） 。
（２）
 ここから「子」は「恭」になっている。
（３）
 「はしり」は舞台セットの「走り込み」を指すと思われる。
（４）
 このあと四行分破り取られている。
（５）
 これ以降「大木」は 大下」となっている。
（６）
 「むとめ」は「もとめ」か？
（７）
 「白」は「科白」か？
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